
学校だより 「プラス一歩」
～ １人の１０歩より、１０人の１歩 ～

体育祭 完全燃焼！
～3年生の誇りある姿～
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「神楽」の舞いで人々を魅了！

５月３０日（月）に全保護者を対象に進路説明会を開催しまし

た。この時期に実施するということは、これから向かう入試や選

考の仕組みについて、少しでも早い時期に知っておくことがと

ても重要だからです。３年生はとくに自分の進路決定から逃げ

てはいけません。早い時期に自分の進むべき進路を定め、後

悔しないように前向きに頑張りましょう。

４月から学校ではあいさつや正しい言葉

遣いを意識させることに取り組んでいます。

これは、子どもたちの基本的な生活習慣

の育成や人間関係育成の基礎を築くのにと

ても大切なことです。ぜひ、ご家庭や地域で

もあいさつや返事がしっかりできるように心

がけをお願いします。
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「子どもからの返事がなくても、

毎日、あいさつする」
思春期になって親を無視したり、何か聞いても「別

に」「うん」とかしか話さないタイプの子どもがいます。

親として子どもが話をしてくれないのは不安になるで

しょう。しかし、たとえ返事がなくても、親は毎日「おは

よう」と声をかけ続けることです。中高生の時に親との

関係が良好だった大学生に話を聞いてみると「親を避

けていても、ずっと話しかけてくれたから、話したくなっ

た時に話せた」という子が何人もいました。親のあいさ

つを無視することもあるけれど、たまには話したい時も

あるのです。話したい時に話せるような環境をつくって

いるといいですね。

元気にあいさつや返事をする子どもに！

大縄飛び

体育祭のご声援ありがとうございました

「どのような学校であるかは生徒会活動を見ればわ

かる」と言われます。 特に集団で活動する体育祭で

は生徒一人ひとりの姿や行動で意識の高まりが良く

わかります。

本校の今年の体育祭の特徴は、一人ひとりが練習

の時から良く声が出し、キビキビと行動する姿が多く

見られたことです。これも生徒会役員やブロック長を

中心に、素晴らしいリーダーシップがとれたからだと

思います。子どもたちは行事をとおして、確実に立派

に成長しています。この子どもたちの力は、学校の教

育だけでつけられるものではありません。ご家庭の

力、地域の力に心から感謝いたします。

本校では、進路指導の充実のために、生徒が自己の可能性を発見し、それを伸ばしつ

つ、多様な選択肢の中から自分なりの生き方を探し、選んで、力強く歩み始めることができる

ような指導・支援をしています。ぜひ、ご家庭でもお子さんが「将来、生きていくための力」を

身につけていく機会としてください。

夢や希望の実現を！
～進路説明会を終えて～

神社の祭事で重要な役割を担う

神楽の舞い。福井白山神社では地

域の伝統文化である神楽の奉納

が、5月8日に行われました。本校

からも大人たちに混じって、2年

生の加茂大助くんと、3年生 加茂

將馬くんが参加しました。

大助君は「風鬼」に、將馬くん

は「火鬼」の役で出場。出番を

待っている二人は、少し緊張気味

でしたが、本番では、どうどうと

見事に舞を披露しました。

大助くんは今年初めての参加で

したが「緊張して、少し足が滑っ

たけど、最後までうまく舞うこと

ができました」と目を輝かせてい

ました。確実に伝統文化が受け継

がれていることを確信した一日と

なりました。

大助くん

將馬くん

地域に伝統を刻む

真剣な表情で参加


